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「
遮
熱
タ
イ
プ
（
日
射
遮
蔽
型
）」
の
２
種

類
が
あ
り
、
窓
か
ら
見
た
太
陽
の
位
置
や

方
角
を
考
慮
し
て
使
い
分
け
る
（
図
２
）
。

　

例
え
ば
、
冬
に
よ
く
日
が
当
た
る
大
き

な
南
側
の
窓
は
、
日
射
熱
を
室
内
に
取
り

込
み
な
が
ら
室
内
か
ら
熱
が
逃
げ
る
こ
と

を
抑
え
る
「
日
射
取
得
型
」
が
最
適
だ
（
図

３
）
。
夏
の
日
差
し
の
遮
蔽
に
は
ス
ク
リ
ー

ン
や
フ
ェ
ー
ド
、
遮
熱
カ
ー
テ
ン
な
ど
を
活

用
す
る
。
一
方
、
夏
場
の
強
烈
な
日
差
し
で

一
気
に
温
度
を
上
げ
る
西
側
や
東
側
の
窓
に

は
、
日
射
熱
を
カ
ッ
ト
す
る
「
日
射
遮
蔽
型
」

を
選
ぶ
と
よ
い
。

 

制
度
見
直
し

窓
の「
建
材
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
制
度
」

と「
性
能
表
示
制
度
」の
改
正
で

窓
の
断
熱
化
を
促
進

　

窓
に
関
連
す
る
２
つ
の
制
度
が
見
直
さ

れ
た
。「
サ
ッ
シ
及
び
複
層
ガ
ラ
ス
の
建
材

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
制
度
」
は
、
樹
脂
サ
ッ
シ

な
ど
の
普
及
に
よ
り
当
初
目
標
に
達
し
た

た
め
、
断
熱
性
能
の
目
標
基
準
値
な
ど
の

見
直
し
が
行
わ
れ
た
。
新
た
な
目
標
基
準

値
は
現
行
の
３
・
58
Ｗ
／
（
㎡
・
Ｋ
）
か
ら

４
割
引
き
上
げ
、
２
０
３
０
年
度
に
は
２
・

08
Ｗ
／
（
㎡
・
Ｋ
）
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た

サ
ッ
シ
の
材
質
に
は
新
た
に
木
製
を
加
え
、

図1. 開口部の断熱基準等
図2. 日射取得型Low-Eガラスと日射遮蔽型Low-Eガラス

図4. サッシおよび複層ガラスの次期目標基準値
　　 および現行目標基準値からの改善率

図3. 南側に日射取得型窓を設置した住宅の
　    冬場の外気温と室内気温比較

※	アルミSG（単板ガラス）／アルミPG（複層ガラス）／
アルミ樹脂複合／樹脂／木製

外気気温平均5.8℃、リビング室温平均21.2℃。晴天時は暖房がほぼ不要

サ
ッ
シ
５
種
※
と
な
っ
た
。

  

「
窓
の
性
能
表
示
制
度
」
も
Ｊ
Ｉ
Ｓ
の
改

正
を
踏
ま
え
断
熱
性
能
表
示
が
見
直
さ
れ
、

Ｈ-

７
と
Ｈ-

８
の
等
級
が
追
加
さ
れ
る
。

ま
た
星
マ
ー
ク
は
６
段
階
表
示
に
変
わ
り
、

「
日
射
熱
取
得
性
」
の
表
示
が
新
設
さ
れ
た
。

　

国
は
こ
う
し
た
制
度
改
正
で
窓
の
断
熱

性
能
の
向
上
を
図
り
、
住
宅
の
省
エ
ネ
化

を
促
進
し
て
い
く
狙
い
だ
。
ま
た

２
０
２
５
年
か
ら
は
建
築
物
の
省
エ
ネ
基

準
適
合
が
義
務
化
さ
れ
る
た
め
、
省
エ
ネ

効
果
に
大
き
く
寄
与
す
る
窓
の
断
熱
化
は

今
後
も
広
が
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

日
本
の
窓
事
情

日
本
の
家
が
寒
い
の
は
窓
の
せ
い
？

　

日
本
で
は
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
後
、
住

宅
分
野
で
も
省
エ
ネ
の
研
究
が
進
め
ら

れ
て
き
た
。
現
在
、
確
実
に
効
果
が
あ

る
と
証
明
さ
れ
て
い
る
方
法
は
①
断
熱･

気
密
の
向
上
、
②
高
効
率
設
備
の
導
入
、

③
太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
の
３
つ
で

あ
る
。
日
本
で
は
設
備
や
家
電
の
省
エ

ネ
化
が
進
み
、「
断
熱
」
や
「
太
陽
光
発

電
」
な
ど
の
普
及
は
停
滞
し
て
い
た
。
特

に
窓
の
「
断
熱･

気
密
」
は
あ
ま
り
重
視

さ
れ
ず
、
熱
の
出
入
り
は
大
き
い
が
価

格
や
加
工
性
に
優
れ
る
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
と

単
板
ガ
ラ
ス
と
い
う
窓
が
一
般
的
だ
っ

た
。
住
ま
い
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ

る
と
「
家
が
寒
い
」
と
い
う
不
満
は
高
い

一
方
、
家
と
は
こ
ん
な
も
の
と
い
う
認
識

が
あ
り
、
長
い
間
対
策
が
取
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
「
日
本
の
家
が
寒

い
の
は
窓
の
せ
い
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　

２
０
１
０
年
に
住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制

度
が
始
ま
っ
た
頃
か
ら
、
高
性
能
な
窓
へ

の
関
心
が
高
ま
っ
て
き
た
。
新
築
住
宅
だ

け
で
な
く
内
窓
設
置
な
ど
も
補
助
金
の
対

象
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
窓
の
断
熱
リ 

フ
ォ
ー
ム
に
も
注
目
が
集
ま
っ
た
。

 

窓
の
性
能

熱
損
失
量
は
窓
の
材
質
で

大
き
く
変
わ
る

　

建
物
の
熱
の
逃
げ
や
す
さ
（
外
皮
熱
損
失

量
：
単
位
Ｗ
／
Ｋ
）
は
、
熱
貫
流
率（
Ｕ
値
）、

外
皮
面
積（
Ａ
）、
温
度
差
係
数（
Ｈ
）
を

か
け
て
計
算
す
る
。
Ｕ
値
や
面
積
が
大
き

け
れ
ば
熱
が
逃
げ
や
す
い
と
い
う
こ
と
だ
。

　

例
え
ば
、
家
の
外
皮
面
積
が
２
８
０
㎡

で
窓
が
30
㎡
と
す
る
と
、「
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ

＋
単
板
ガ
ラ
ス
」
で
は
熱
損
失
量
は

１
９
５
Ｗ
／
Ｋ
と
非
常
に
大
き
く
、
そ
れ

を
「
樹
脂
サ
ッ
シ
＋
Ｌ
ｏ
ｗ-

Ｅ
三
層
ガ
ラ

ス
」
に
変
え
る
と
30
Ｗ
／
Ｋ
と
85
％
も
小
さ

く
な
る
。
窓
は
外
皮
面
積
の
１
割
程
度
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
ガ
ラ
ス
と
サ
ッ
シ
の
材

質
に
よ
っ
て
家
の
熱
損
失
量
に
こ
の
よ
う

な
大
き
な
差
が
出
て
く
る
（
図
１
）
。

　

窓
の
断
熱
性
能
を
決
め
る
要
素
は
３
つ

あ
る
。
１
つ
目
は
ガ
ラ
ス
の
種
類
で
、
枚

数
が
増
え
る
ほ
ど
性
能
が
上
が
る
。
中
空

層
に
ガ
ス
を
封
入
す
る
と
対
流
に
よ
る
熱

移
動
が
抑
え
ら
れ
、
さ
ら
に
中
空
層
を
厚

く
す
る
と
断
熱
性
能
が
向
上
す
る
。
ま
た

Ｌ
ｏ
ｗ-

Ｅ
膜
と
呼
ば
れ
る
金
属
膜
を

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
た
ガ
ラ
ス
を
選
べ
ば
熱

損
失
が
減
少
す
る
。
２
つ
目
が
サ
ッ
シ
の

材
質
で
あ
る
。
樹
脂
サ
ッ
シ
は
ア
ル
ミ
の

１
０
０
０
倍
も
熱
を
伝
え
に
く
い
素
材

だ
。
熱
伝
導
率
の
小
さ
い
サ
ッ
シ
の
採
用

は
熱
損
失
を
小
さ
く
し
、
結
露
抑
制
に
も

有
効
に
働
く
。
３
つ
目
が
窓
の
形
状
だ
。

開
閉
面
積
が
大
き
い
「
引
き
違
い
窓
」
は

熱
損
失
が
大
き
く
、
Ｆ
Ｉ
Ｘ
窓
は
損
失
が

少
な
い
な
ど
、
窓
の
開
閉
形
式
に
よ
っ
て

も
断
熱
性
能
に
違
い
が
出
る
。
こ
の
よ
う

に
ガ
ラ
ス
と
サ
ッ
シ
の
種
類
、
窓
の
形
状

の
選
択
が
重
要
と
な
る
。

 

窓
の
設
計

南
側
の
窓
は
日
射
取
得
型
で

太
陽
熱
を
取
り
入
れ
る

　

窓
に
は
、
日
射
取
得
や
断
熱
、
こ
も
っ
た

熱
気
を
抜
く
通
風
や
換
気
、
自
然
光
の
取

り
込
み
、
眺
望
を
楽
し
む
な
ど
様
々
な
役

割
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
設
計
上
の
工
夫

が
必
要
と
な
る
。
特
に
日
射
の
入
り
方
は
、

窓
の
設
計
で
は
と
て
も
重
要
と
い
え
る
。

　

主
に
複
層
ガ
ラ
ス
に
用
い
ら
れ
る
Ｌ
ｏ

ｗ-

Ｅ
ガ
ラ
ス
は
、
中
空
層
の
「
室
内
側
」

に
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
た
「
断
熱
タ
イ
プ
（
日

射
取
得
型
）」
と
「
屋
外
側
」
に
施
し
た

省エネルギー住宅
の鍵「窓」

「第6次エネルギー基本計画」において、2030年以降新築される住宅・建築物については
ZEH・ZEB水準の省エネ性能の確保を目指すと定義され、制度見直しや基準の引き上げが検討されている。

その１つが、窓に関わる「建材トップランナー制度」と「性能表示制度」の改正だ。
一般に窓からの熱の流出入の割合は、冬場の熱流出は約6割、夏場の熱流入は約7割といわれるように

住宅における熱の出入りの大半は窓等の開口部を経由しており
住宅の省エネルギー性能確保のためには、窓の断熱性能を高めることが必須だ。

今号では、住宅の省エネ化のための窓断熱の対策について専門家に解説してもらうとともに
窓の基礎知識や業界の動向、大手サッシ3社のイチオシ窓商品を紹介する。

特  集

日
本
の
窓
事
情

窓
の
設
計

制
度
見
直
し

窓
の
性
能

出所：日本サッシ協会
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サッシとガラスの組み合わせによる断熱性能のイメージ 高い
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アルミ
アルミ樹脂複合
樹脂
木製
高断熱サッシ化率

65.6

8.5

0.0

25.9

複層ガラス
（2枚）
4.7%

複層ガラス
Low-Eガス無
52.7%

単板ガラス
0.5%

複層ガラス
Low-Eガス入
36.9%

複層ガラス
（3枚）
5.2%

ハウスメーカー
（25％）

工務店
ビルダー
（60％）

役割：施工、メンテ

サッシメーカー

役割：サッシの製造役割：組み立て、建付調整

プレハブメーカー
（15％） 組立

施工

住宅生産者 流 通

新 

築

増
改
築

施 主

代
理
店販 

売 

店

ル
ー
ト

直
需

完
成
品
セ
ン
タ
ー

特
需

組立

組立

組立

ノックダウン品（オリジナル品）

ノックダウン品
（ルート品）

ノックダウン品
（ルート品）

ノックダウン品
（ルート品）

ノック
ダウン品
（ルート品）

完成品

完成品

完成品

ガラスメーカールート

な
ら
な
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

加
え
て
、
大
開
口
が
ト
レ
ン
ド
で
あ
る
こ

と
も
重
量
化
を
加
速
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
窓
の
高
断
熱
化
に
よ
り
流
通

店
の
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
が
避
け
ら
れ
な
い
の

も
事
実
で
す
。
近
年
、
流
通
店
の
数
は
減

少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
、
年
間
10
％

ほ
ど
が
廃
業
し
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
の

１
つ
に
、
重
量
化
に
よ
る
コ
ス
ト
ア
ッ
プ

全
て
を
売
価
に
加
え
る
と
単
な
る
値
上
げ

と
捉
え
ら
れ
て
し
ま
い
、
適
正
価
格
で
取

引
で
き
て
い
な
い
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

当
協
会
で
は
こ
れ
を
重
要
な
課
題
と
受
け

止
め
、
生
じ
る
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
分
は
適
正

に
請
求
す
る
よ
う
、
流
通
店
に
対
す
る
講

習
会
等
で
普
及
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
地
域
の
工
務
店
な
ど
に
も
徐
々
に
認

識
は
広
ま
っ
て
き
た
と
感
じ
て
お
り
、
少

し
ず
つ
改
善
の
兆
し
は
見
ら
れ
て
い
ま

す
。
簡
単
に
で
き
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
業
界
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み

続
け
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
樹
脂
サ
ッ
シ
で
は
ガ
ラ
ス
や
フ
レ
ー

ム
を
溶
接
加
工
す
る
工
程
が
必
要
で
あ
り
、

こ
れ
に
用
い
る
設
備
投
資
は
容
易
で
は
な

い
こ
と
か
ら
、
対
応
で
き
な
く
な
る
流
通

店
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
現

在
、
樹
脂
サ
ッ
シ
は
メ
ー
カ
ー
の
工
場
で

つ
ま
り
、
従
来
は
一
人
で
で
き
た
作
業
に
、

２
名
、
３
名
と
人
員
を
増
や
さ
な
け
れ
ば

た
な
補
助
金
※
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
国
土
交
通
省
、
経
済
産
業
省
、
環
境
省

連
携
の
事
業
で
あ
り
、
１
戸
当
た
り
最
大

２
０
０
万
円
、
費
用
の
１
／
２
相
当
等
、
補

助
率
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
今
を
窓
の
断

熱
改
修
の
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
補
助
金
も
積

極
的
に
活
用
し
な
が
ら
業
界
と
し
て
盛
り

上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

加
工
し
た
も
の
を
直
接
配
送
す
る
形
態
が

ほ
と
ん
ど
で
、
今
後
樹
脂
サ
ッ
シ
が
増
加

す
る
こ
と
で
必
然
的
に
流
通
店
の
仕
事
が

減
少
す
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

ス
ト
ッ
ク
６
０
０
０
万
戸
の

窓
リ
フ
ォ
ー
ム
需
要
に
期
待

　

そ
こ
で
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
リ
フ
ォ
ー

ム
へ
の
対
応
で
す
。
新
築
と
異
な
り
、
リ

フ
ォ
ー
ム
で
は
地
域
密
着
型
の
仕
事
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
施
主
の
要
望
に
き
め

細
か
く
対
応
で
き
れ
ば
、
流
通
店
の
活
躍

の
幅
が
広
が
り
ま
す
。
現
在
、
６
０
０
０
万

戸
の
住
宅
ス
ト
ッ
ク
に
は
単
板
ガ
ラ
ス
で

断
熱
性
能
の
低
い
窓
も
数
多
く
残
さ
れ
て

い
ま
す
。
実
際
、
窓
の
リ
フ
ォ
ー
ム
需
要

も
年
々
増
加
の
傾
向
に
あ
り
、
新
築
か
ら

リ
フ
ォ
ー
ム
専
門
に
転
換
す
る
会
社
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
新
築
と
比
較
す
る
と
リ
フ
ォ
ー

ム
は
単
価
が
低
い
た
め
、
数
を
こ
な
す
こ

と
も
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
、
小
学
校
の

学
区
く
ら
い
の
エ
リ
ア
で
小
回
り
良
く
動

け
る
体
制
を
つ
く
り
仕
事
を
し
て
い
く
こ

と
が
、
窓
の
リ
フ
ォ
ー
ム
需
要
を
伸
ば
し

て
い
く
鍵
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

２
０
２
２
年
10
月
、
住
宅
の
省
エ
ネ
化
の

支
援
強
化
に
関
す
る
補
正
予
算
案
が
閣
議

決
定
さ
れ
、
窓
の
断
熱
改
修
に
対
す
る
新

図3. 木造用サッシの商流

図1. 窓の材質別構成比推移 （戸建全国計）図2. ガラス種別の取得率

南
北
に
長
く
気
候
が
多
彩
な

日
本
の
窓
事
情

　

現
在
、
欧
州
を
中
心
に
主
流
と
な
っ
て

い
る
の
は
断
熱
性
能
の
高
い
樹
脂
サ
ッ
シ

で
す
。
一
方
、
当
協
会
で
行
っ
た
「
住
宅

用
建
材
使
用
状
況
調
査
（
２
０
２
２
年
３

月
）」
で
は
、
日
本
に
お
け
る
樹
脂
サ
ッ

シ
の
シ
ェ
ア
は
全
国
平
均
で
25
・
９
％
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
最
も
多
い
の
が
ア
ル
ミ
樹
脂
複

合
サ
ッ
シ
で
65
・
６
％
、
ア
ル
ミ
製
は

８
・
５
％
で
し
た
（
図
１
）
。

　

た
だ
し
、
日
本
は
南
北
に
長
い
と
い
う

地
形
の
特
徴
が
あ
り
、
緯
度
が
高
く
寒
冷

地
の
多
い
欧
州
と
一
概
に
比
べ
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
実
際
、
地
域
別
の
窓
の
材
質

別
構
成
比
を
見
て
み
る
と
、
北
海
道
で
は

99
・
０
％
、
東
北
で
は
53
・
６
％
、
北
陸
で

は
35
・
５
％
が
樹
脂
サ
ッ
シ
と
な
っ
て
い
ま

設
備
だ
け
で
な
く
窓
の
性
能
に

注
目
す
る
時
代
へ

　

断
熱
を
重
視
し
た
住
宅
づ
く
り
に
は
、

熱
損
失
の
大
き
い
開
口
部
へ
の
対
策
が
不

可
欠
で
す
が
、
日
本
で
は
あ
ま
り
重
視
さ

れ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
は
家
電
大
国

の
日
本
で
は
、
こ
れ
ま
で
暖
房
機
器
な
ど
の

設
備
の
改
良
に
頼
っ
て
き
た
こ
と
に
加
え
、

窓
の
選
び
方
は
複
雑
な
た
め
、
消
費
者
が

関
心
を
持
ち
に
く
か
っ
た
面
も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
窓
の
性
能
を
高
め
る
こ
と
に

よ
る
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
く
、
電
気
代
の
節

約
に
つ
な
が
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
ヒ
ー
ト

シ
ョ
ッ
ク
の
予
防
や
ア
レ
ル
ギ
ー
の
抑
制

な
ど
健
康
に
も
深
く
関
わ
り
ま
す
。
建
築

コ
ス
ト
は
多
少
上
が
り
ま
す
が
、
今
後
住

宅
の
断
熱
効
果
を
高
め
る
上
で
は
、
窓
の

性
能
に
注
目
す
る
こ
と
が
不
可
欠
に
な
っ

て
く
る
で
し
ょ
う
。

の
場
合
は
、
壁
の
上
部
に
採
光
用
の
窓
を

付
け
た
り
、
温
暖
地
の
南
向
き
で
は
遮
熱

ガ
ラ
ス
と
庇
を
組
み
合
わ
せ
る
な
ど
、
様
々

考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
窓
の
性
能
は
断

熱
だ
け
で
は
な
く
、
耐
風
圧
や
遮
音
も
重

要
に
な
り
ま
す
。
窓
の
重
要
性
を
理
解

し
、
設
計
段
階
か
ら
窓
に
求
め
る
性
能
を

考
え
る
こ
と
が
、
後
悔
し
な
い
住
宅
づ
く

り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

窓
の
高
断
熱
化
に
よ
り

業
界
が
変
わ
る

　

今
後
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
窓
の
高
断
熱

化
が
進
む
は
ず
で
す
が
、
同
時
に
業
界
も

変
化
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

大
手
サ
ッ
シ
メ
ー
カ
ー
や
大
手
ハ
ウ
ス

メ
ー
カ
ー
で
は
自
社
の
組
み
立
て
工
場
を

持
つ
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
が
、
窓
の
多
く

は
サ
ッ
シ
流
通
店
で
サ
ッ
シ
と
ガ
ラ
ス
の

加
工
・
組
み
立
て
が
行
わ
れ
、
邸
別
配
送

さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
で
も
日
本
の
窓
の

流
通
量
の
約
６
割
は
流
通
店
を
経
由
し
て

い
ま
す
（
図
３
）
。

　

し
か
し
、
窓
の
高
断
熱
化
に
伴
い
、
窓

自
体
の
重
量
が
増
す
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

す
。
対
し
て
、
比
較
的
温
暖
な
四
国
で
の

樹
脂
サ
ッ
シ
の
シ
ェ
ア
は
20
・
１
％
、
そ
し

て
九
州
で
は
16
・０
％
と
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
は
さ
ら
な
る
省
エ
ネ
化
を
促
進
す
る

た
め
、
樹
脂
サ
ッ
シ
と
ア
ル
ミ
樹
脂
複
合

サ
ッ
シ
の
シ
ェ
ア
を
５
：
５
に
ま
で
引
き

上
げ
た
い
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
寒

冷
地
で
は
既
に
樹
脂
サ
ッ
シ
の
普
及
が
進

ん
で
い
ま
す
。
断
熱
等
性
能
等
級
７
の
住

宅
を
目
指
す
の
で
あ
れ
ば
最
適
な
の
は
樹

脂
サ
ッ
シ
で
す
が
、
現
在
シ
ェ
ア
の
高
い

ア
ル
ミ
樹
脂
複
合
サ
ッ
シ
は
、
耐
久
性
や

加
工
性
に
優
れ
る
ア
ル
ミ
と
断
熱
性
に
優

れ
る
樹
脂
の
良
い
部
分
を
併
せ
持
っ
て
お

り
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
サ
ッ
シ
で
あ
る

と
も
言
え
ま
す
。

地
域
の
気
候
や
方
位
な
ど
を

複
合
的
に
考
え
る

　

加
え
て
、
窓
の
性
能
は
ガ
ラ
ス
の
性
能

に
よ
っ
て
も
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
ガ
ラ

ス
種
別
の
取
得
率
調
査
で
は
、
複
層
ガ
ラ

ス
Ｌ
ｏ
ｗ-

Ｅ
タ
イ
プ
が
主
流
と
な
っ
て
い

ま
す
（
図
２
）
。

　

さ
ら
に
、
窓
を
選
ぶ
ポ
イ
ン
ト
は
、
サ
ッ

シ
と
ガ
ラ
ス
の
組
み
合
わ
せ
だ
け
で
な
く
、

住
ん
で
い
る
地
域
の
気
候
や
住
宅
の
窓
の

大
き
さ
、
方
位
な
ど
を
複
合
的
に
考
え
る

こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
寒
冷
地
で
北
向
き

窓
の
高
断
熱
化
に
伴
う
業
界
の
変
化
に

サ
ッ
シ
流
通
店
は
対
応
が
求
め
ら
れ
る

― 

一
般
社
団
法
人　
日
本
サ
ッ
シ
協
会

住
宅
の
高
性
能
化
に
伴
い
、
窓
の
断
熱
性
能
を
高
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
れ

に
よ
っ
て
窓
業
界
は
、
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
日
本
の

窓
の
現
状
と
、
断
熱
性
能
を
高
め
る
ポ
イ
ン
ト
、
そ
し
て
窓
業
界
の
課
題
と
展
望
に

つ
い
て
話
を
伺
っ
た
。

一般社団法人  日本サッシ協会
住宅サッシ部長

逸
へ ん

見
み

 智一 氏

省エネルギー住宅の鍵「窓」

特		集

出所：日本サッシ協会　住宅用建材使用状況調査報告書（2022年3月）
出所：日本サッシ協会　住宅用建材使用状況
調査報告書（2022年3月）

※「住宅の断熱性能向上のための
      先進的設備導入促進事業等」
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［室内側］

樹脂
断熱性

［室外側］

アルミ
耐久性

大容量の
水溜め部

住宅の高断熱化の鍵となる「窓」。省エネ性能を満たしつ
つ独自の付加価値を兼ね備えた、大手サッシ3社のイチ
オシ窓商品を紹介します！

わが社の
イチオシ「窓」

樹脂

アルミ

アルゴンガス入り ・
樹脂スペーサー
Low-E複層ガラス

熱貫流率

1.69
W/（㎡・K）

アルゴンガス入り・
樹脂スペーサー
真空トリプルガラス

熱貫流率

1.34
W/（㎡・K）

樹脂障子
（ガラス入完成品）

アルミ樹脂複合枠
（ノックダウン）

【仕様】
・サッシ：アルミと樹脂のハイブリッ
ド仕様　・ガラス：室内側と室外側
にLow-Eガラスを採用し、中空層に
はクリプトンガス／アルゴンガスを
封入した「Low-Eトリプルガラス」

【仕様】
・サッシ：断熱枠：（室外側）アルミ形材、アルミ断熱形材（室内側）硬質塩ビ樹脂形材／障子：（室外側）
アルミ形材（室内側）硬質塩ビ樹脂形材　・ガラス：トリプルガラス仕様（クリプトンガス入り／アルゴ
ンガス入り）、複層ガラス仕様（アルゴンガス入り）

【仕様】
・最大Ｗ12尺（幅3,510㎜）×Ｈ24（高さ2,430㎜）の大開口　・室外
側から見た枠の見付は15㎜のスリムな設計　・サッシ：樹脂（障子部分）、
アルミ樹脂複合（枠部分）　・ガラス：Low-E複層ガラス仕様（アルゴン
ガス入り／ガス無）、真空トリプルガラス仕様（アルゴンガス入り）

リプラス 高断熱汎用枠

アルミ樹脂複合サッシ「A
ア ル ジ オ

LGEO」

「APW 331」ハイブリッドスライディング

商品のイチオシポイント

たった1日で高性能な断熱窓に取り換え可能

商品のイチオシポイント

アルミと樹脂の強みを生かし、
「高断熱」「レジリエンス」「快適性」を網羅

商品のイチオシポイント

樹脂窓で高い断熱性と圧倒的な大開口を実現

販売のターゲット
全国エリア、リフォーム向け。古い窓の隙間風や開閉のしにくさ、寒さや結
露など、窓にお困りのユーザー

販売のターゲット
北海道を除く全国、新築・リフォームに対応

販売のターゲット
全国エリア、新築向け

商品概要
今あるサッシはそのままに、古い窓の上から新しい窓を取り付けるだけの簡単施工。設置面
をフラットにするため様々な種類の窓で取り換え可能。単板ガラスを高性能なトリプルガラ
スにリフォームすれば、熱流出をおよそ80%抑えられる。またサッシは、アタッチ枠部と新
設サッシ部に、熱を伝えにくいブリッジ材（樹脂部材）でつなぐサーマルブレイク構造を採用。
専用設定した新設サッシはアル
ミと樹脂のハイブリッドを用い、
樹脂窓と同等の断熱性能を実現
した。

商品概要
室外側は「耐久性」に優れるアルミ、室内側は「高
断熱性能」のアルミ樹脂複合サッシを採用し、アル
ミと樹脂の良いとこ取りをした商品。また高い耐風
圧性能・水密性能を実現した「レジリエンス性能」
で強風や豪雨などの日本の気候風土にも適応する。
掃除が楽な、窓台とレールが同じ高さの「フラット
レール」や機能付網戸など、使いやすさに配慮した

「快適性」も完備したバランスの取れた窓。

商品概要
障子に樹脂、枠にアルミ樹脂複合を組み合わ
せたハイブリッド構造の大開口の樹脂窓。障
子部分は工場でガラス入り完成品に、枠部分
をアルミ樹脂複合にすることでノックダウン
供給が可能となり、従来の大開口樹脂窓の運
搬・搬入の課題を解決。これにより断熱等性
能等級6・7に対応する※高い断熱性と近年人
気が上昇している大開口による眺望性の両立
を実現する。※省エネ基準地域区分5・6・7地域

株式会社LIXIL

三協立山株式会社・三協アルミ社

YKK AP株式会社

樹脂アングルカバーアタッチ枠化粧カバー 新しい窓
（フィンカット品）

今あるサッシ枠は
そのまま

室外 室内
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※ クワ科の落葉低木。和紙の原材料としても使われる

【こうき - しん】

vol.56

玉
県
内
唯
一
の
村
・
東
秩
父
村
。
約
１
３
０
０
年
の
歴

史
を
持
つ
手
漉
き
和
紙
「
細
川
紙
」
で
発
展
し
、
そ
の

技
術
が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
こ
と

で
脚
光
を
浴
び
て
い
る
。
そ
の
伝
統
技
術
を
見
学
、
体
験
で
き
る
施

設
「
道
の
駅 

和
紙
の
里
ひ
が
し
ち
ち
ぶ
」
の
玄
関
口
と
し
て
存
在
感

を
放
つ
の
が
「
和
紙
の
里
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
」
だ
。

　

最
大
４
台
の
バ
ス
が
停
車
で
き
る
大
き
さ
の
こ
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
、

路
線
バ
ス
の
ハ
ブ
化
に
対
応
す
る
た
め
、
村
の
中
心
に
位
置
す
る
こ

の
地
に
新
設
さ
れ
た
。
特
に
目
を
引
く
の
は
和
紙
漉
き
に
使
わ
れ
る

木
製
の
道
具
「
簀す

桁け
た

」
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
デ
ザ
イ
ン
だ
。
地
元
産

の
ひ
の
き
無む

く垢
材
と
構
造
壁
を
組
み
合
わ
せ
た
４
本
の
柱
が
屋
根
を

支
え
る
構
造
で
、
外
壁
の
仕
上
げ
に
は
同
じ
く
地
元
産
の
杉
を
使
用

し
て
い
る
。

　

中
央
部
は
テ
ー
ブ
ル
と
ベ
ン
チ
を
備
え
た
待
合
ス
ペ
ー
ス
と
な
っ

て
お
り
、
内
装
の
一
部
に
は
楮

こ
う
ぞ

※
由
来
の
強
靭
さ
と
柔
ら
か
な
色
合

い
が
特
徴
の
細
川
紙
が
使
わ
れ
て
い
る
。
美
し
く
整
列
す
る
縦
横
の

直
線
は
熟
練
の
職
人
技
を
思
わ
せ
、
近
く
に
寄
れ
ば
木
目
や
節
が
温

も
り
あ
る
表
情
を
見
せ
て
く
れ
る
。
素
材
そ
の
も
の
に
意
匠
性
が
あ

る
か
ら
か
、
装
飾
を
施
さ
ず
と
も
ず
っ
と
眺
め
て
い
た
く
な
る
。
ま

さ
に
東
秩
父
村
の
風
土
と
文
化
、
そ
し
て
平
安
時
代
か
ら
連
綿
と
受

け
継
が
れ
て
き
た
技
術
が
凝
縮
し
た
建
築
物
で
あ
る
。

　

バ
ス
路
線
の
再
編
に
よ
っ
て
、
来
場
者
数
は
増
加
傾
向
に
あ
る
と

い
う
。
県
外
か
ら
の
観
光
需
要
に
も
つ
な
が
り
、
地
域
の
活
性
化
に

も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
日
ご
ろ
か
ら
利
用
す
る
地
域
住

民
、
休
憩
に
立
ち
寄
っ
た
ド
ラ
イ
バ
ー
、
和
紙
漉
き
体
験
な
ど
で
楽

し
む
観
光
客
と
、
バ
ス
の
利
用
者
以
外
に
も
様
々
な
人
の
目
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
る
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
、
こ
れ
か
ら
も
こ
の
地
の
「
顔
」
と

し
て
機
能
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

地元材と伝統技術が結集
待ち時間も楽しめる
木造のバスターミナル

埼

埼玉県
秩父郡東秩父村

©shuntaro
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本　　社  ● 和歌山県海南市溝ノ口
  119
創　　業  ● 1928年
資 本 金  ● 1,000万円
従 業 員  ● 50名
事業内容  ● 酒類製造業

		「
杜
氏
は
私
と
同
年
代
で
当
時
30
代
で
し
た
が
、

〝
職
人
は
教
え
な
い
〟と
い
う
世
界
で
生
き
て
き

た
た
め
、
私
の
思
い
を
理
解
し
て
く
れ
た
も
の
の

抵
抗
は
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
日
本
酒
の
未
来
像
と

組
織
改
革
の
重
要
性
を
粘
り
強
く
訴
え
続
け
、
よ

う
や
く
納
得
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
う
し
て
、

歴
代
の
杜
氏
た
ち
が
受
け
継
い
で
き
た
知
恵
が
詰

め
込
ま
れ
た
、
技
術
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
作
業
マ
ニ
ュ

ア
ル
が
完
成
し
た
の
で
す
」

閉
塞
感
が
漂
っ
て
い
た
蔵
に

酒
造
り
へ
の
情
熱
が
戻
っ
た

—

そ
れ
を
基
に
蔵
人
一
人
ひ
と
り
が
複
数
本

の
タ
ン
ク
を
担
当
す
る「
責
任
仕
込
み
」を
実
現
。

若
手
社
員
で
も
酒
造
り
に
携
わ
れ
る
仕
組
み
だ
。

そ
の
結
果
、
閉
塞
感
が
漂
っ
て
い
た
蔵
に
酒
造
り

に
対
す
る
活
気
が
生
ま
れ
た
と
い
う
。

		

「
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
酒
造
り
の
基
本
と
な
る
軸
で

し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
工
程
を
理
解
す
る
こ
と
で

杜
氏
の
指
示
に
対
す
る
理
解
も
深
ま
り
、
イ
レ

ギ
ュ
ラ
ー
に
対
し
て
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
し
た
り
、
試
行
錯
誤
す
る
経
験
が
職
人
の

糧
と
な
り
、
う
ま
い
酒
造
り
に
つ
な
が
る
の
で
す
」

—

業
界
に
前
例
の
な
い
挑
戦
の
連
続
に
よ
り

生
み
出
さ
れ
た
同
社
の「
紀
土 

無
量
山 

純
米
吟

醸
」が
、
２
０
２
０
年
の
Ｉ
Ｗ
Ｃ
※
の
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｅ

部
門
で
最
優
秀
評
価
の「
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
・
サ
ケ
」

を
受
賞
。
１
４
０
０
以
上
の
出
品
の
中
か
ら「
世

界
一
の
日
本
酒
」で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
。

		

「
改
革
に
着
手
し
て
、
す
ぐ
に
う
ま
い
酒
が
で

き
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
酒
は
人
や
環

境
の
淀
み
が
ダ
イ
レ
ク
ト
に
伝
わ
る
酒
で
あ
り
、

最
初
の
頃
は
そ
れ
が
雑
味
と
な
っ
て
い
た
の
で

し
ょ
う
。
し
か
し
、
栄
誉
あ
る
賞
を
受
賞
で
き
た

こ
と
は
改
革
が
進
ん
で
き
た
証
し
で
あ
り
、
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
が
間
違
い
で
は
な
か
っ
た
と
よ

う
や
く
実
感
で
き
ま
し
た
」

—

山
本
氏
は
時
間
を
か
け
、
焦
ら
ず
軌
道
修

正
を
図
っ
て
き
た
こ
と
が
組
織
改
革
の
成
功
の
鍵

だ
っ
た
と
振
り
返
る
。
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て

今
年
６
月
に
東
京
の
兜
町
で
ど
ぶ
ろ
く
醸
造
所
＆

バ
ー
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。
醸
造
所
併
設
の
バ
ー
は

ワ
イ
ン
や
ビ
ー
ル
で
は
多
い
が
、
日
本
酒
で
は
ほ

と
ん
ど
な
く
、
文
化
を
伝
え
る
機
会
が
失
わ
れ
て

い
る
と
考
え
た
た
め
だ
。

		「
人
口
の
多
い
東
京
で
、
日
本
酒
を
身
近
に
感
じ

て
も
ら
え
る
場
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
今
夏
は
社
屋
近
く
に
精
米
棟
を
新
設
し
、
自

社
の
田
ん
ぼ
で
育
て
た
山
田
錦
を
使
っ
た
一
貫
生
産

の
酒
造
り
も
始
め
ま
し
た
。
２
０
２
２
年
は
新
た

な
種
を
た
く
さ
ん
ま
い
た
年
だ
っ
た
の
で
、

２
０
２
３
年
は
こ
れ
ら
を
実
ら
せ
る
た
め
に
腰
を
据

え
る
年
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
事
業
の
根
幹
は『
う

ま
い
酒
造
り
』で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
ず
、
慢
心
す
る

こ
と
な
く
酒
造
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
ね
」

付 加 価 値 創 造 に 挑 戦

注 企業を訪ねる

手
で
価
格
競
争
か
ら
脱
す
る
こ
と
を
考
え
ま
し
た
」

—

こ
の
頃
、
日
本
酒
業
界
同
様
に
社
内
に
も

閉
塞
感
が
漂
っ
て
い
た
と
い
う
。
縮
小
産
業
で
安

く
売
る
た
め
の
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
が
続
き
、
蔵
人
た

ち
の〝
い
い
酒
を
造
ろ
う
〟と
い
う
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
も
低
下
し
て
い
た
の
だ
。

		

「
改
革
の
た
め
に
は
う
ま
い
酒
を
造
る
こ
と
が

不
可
欠
で
、
挑
戦
に
喜
び
と
や
り
が
い
を
感
じ
る

組
織
に
変
わ
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
季

節
労
働
者
だ
っ
た
蔵
人
を
大
学
新
卒
に
絞
り
採

用
。
日
本
酒
業
界
を
変
え
よ
う
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン

に
共
感
し
て
く
れ
る
新
入
社
員
に
組
織
改
革
の
一

端
を
担
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
期
待
し
た
の
で
す
。

し
か
し
新
卒
ば
か
り
気
に
か
け
て
い
た
た
め
既
存

社
員
と
の
関
係
が
ぎ
く
し
ゃ
く
し
、
一
時
は
社
員

の
退
職
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
経
験
を
経

て
組
織
の
変
化
を
感
じ
る
ま
で
に
は
、
何
年
も
か

か
り
ま
し
た
ね
」

—

酒
造
り
に
関
し
て
も
画
期
的
な
改
革
に
着
手

し
た
。
酒
蔵
で
は
杜と

う

氏じ

の
監
督
の
下
、
蔵
人
た
ち

が
酒
造
り
の
作
業
を
行
う
。
杜
氏
し
か
知
ら
な
い

知
識
や
技
術
も
あ
り
、〝
見
て
学
べ
〟と
い
う
職
人

の
世
界
だ
。
し
か
し
現
代
の
若
者
の
場
合
、
労
働

の
苦
労
し
か
感
じ
ら
れ
ず
辞
め
て
し
ま
う
ケ
ー
ス

も
少
な
く
な
い
。
そ
こ
で
考
え
た
の
が
、
杜
氏
の

持
つ
技
術
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
て
開
示
し
、
若
い
う

ち
か
ら
酒
造
り
に
携
わ
る
と
い
う
、
日
本
酒
業
界

で
は
前
代
未
聞
の
取
り
組
み
だ
っ
た
。

パッ
ク
酒
の
大
量
生
産
か
ら

高
付
加
価
値
商
品
の
開
発
に
舵
を
切
る

—

半
世
紀
も
の
間
、
右
肩
下
が
り
で
低
迷
を

続
け
て
い
る
日
本
酒
業
界
。
１
９
７
３
年
の
ピ
ー

ク
時
と
比
較
す
る
と
、
市
場
規
模
は
25
％
に
ま
で

縮
小
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
厳
し
い
業
界
の
中
で

高
品
質
・
高
価
格
帯
商
品
に
注
力
し
、
売
り
上

げ
を
３
倍
に
伸
ば
し
て
い
る
酒
蔵
が
あ
る
。
大

胆
な
組
織
改
革
と
果
敢
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
で〝
世
界

一
〟の
称
号
を
持
つ
日
本
酒
を
生
み
出
し
て
い
る
、

平
和
酒
造
だ
。

		「
当
社
は
和
歌
山
県
海
南
市
で
１
９
２
８
年
に
創

業
し
ま
し
た
。
４
代
目
と
な
る
私
が
18
年
前
に
家

業
を
継
い
だ
当
時
は
、
低
価
格
帯
の
パ
ッ
ク
酒
が
主

力
商
品
で
、
大
量
生
産
・
大
量
消
費
の
酒
造
り
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
日
本
酒
の
消
費
量
が

減
少
の
一
途
を
た
ど
る
中
、
こ
の
ま
ま
で
は
生
き
残

れ
な
い
と
感
じ
、
高
付
加
価
値
化
と
い
う
新
た
な
一

平
和
酒
造
株
式
会
社

杜氏の知識をマニュアル化し
若手が酒造りに携わる

業界では異例の大学新卒採用で
ゼロからの組織改革に取り組む

醸造所併設のどぶろくバーを開設し
日本酒の魅力発信につなげる

ここが注目ポイント

しきたりや常識を打ち破る
前代未聞の組織改革に挑戦し
世界一の日本酒を造り上げた老舗酒蔵

代表取締役社長　

山本 典正 氏

社員全員で毎日30種類以上の利き酒を行う。あいまいに捉えていた
感覚を、経験を重ねてクリアにしていく

自社ブランドに力点を置き、試行錯誤のうえ生まれた代表商品「紀土（KID）」	
シリーズ

2022年6月に東京・兜町にオープンした「平和どぶろく兜町醸造所」。店内でどぶろくを醸造し、提供するほか、
和歌山の名産品を使用したバーフードメニューも充実

※IWC（インターナショナル・ワイン・チャレンジ）：毎年ロンドンで行われる世界最大級のワイン品評会
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　家庭部門の省エネを強力に推進するための新たな補助制
度が、2022年度補正予算案に盛り込まれた。国会での予算
成立後に、経済産業省、国土交通省、環境省の3省連携で窓
の断熱改修や高効率給湯器の設置、エコ住宅設備（高断熱
浴槽など）の設置といった省エネリフォーム工事などへの支
援を実施。各事業のワンストップ利用を可能にする。
❶ 「住宅の断熱性能向上のための先進的設備導入促進事業

等」・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・【経済産業省･環境省：1,000億円】
■ 概要：既存住宅における窓の高断熱化を促進するため、

改修に係る費用に対する補助
■ 対象：窓（ガラス・サッシ）の断熱改修工事
  ※熱貫流率（Uw値）1.9以下等、建材トップランナー制度

2030年目標水準値を超えるもの等、一定の基準を満たすもの
■  補助額：工事内容に応じて定額（補助率1/2相当等、上限 

200万円/戸）

❷ 「高効率給湯器導入促進による家庭部門の省エネルギー
  推進事業費補助金」・・・・・・・・・・・・・・・【経済産業省：300億円】
■ 概要：消費者などに対し、家庭でのエネルギー消費量を

削減するために必要な高効率給湯器の導入に対する補助
■ 対象：一定の基準を満たした高効率給湯器
■ 補助額：定額（機器に応じて、5万円/15万円）

❸「こどもエコすまい支援事業」・・・【国土交通省：1,500億円】
■ 概要：子育て世帯・若者夫婦世帯による高い省エネ性能

の新築住宅取得や、住宅の省エネ改修等に対する補助
 <新築> 
■ 対象：高い省エネ性能（ZEHレベル）を有する新築住宅

を取得する子育て世帯・若者夫婦世帯
■ 補助額：100万円/戸
<リフォーム>
■ 対象：①全ての世帯における住宅の省エネ改修 ②子育て

対応改修、バリアフリー改修、空気清浄機・換気機能付
きエアコン設置工事等（①の工事は必須）

■ 補助額：リフォーム工事内容に応じて定める額（上限30
万円/戸）

  子育て世帯・若者夫婦世帯等は上限引き上げの特例あり

　各補助金は事業者の申請に基づき、住宅所有者に補助金
全額が還元されることを条件に、当該事業者に対して交付。
各事業とも2022年11月8日以降に契約（新築もしくはリ
フォーム工事に係る請負契約、新築分譲住宅に係る売買契
約または高効率給湯器の売買契約の締結等）を行い、申請
する事業者が所定の手続きにより事務局（今後事業ごとに
国が選定）の登録を受けた後に着工したものが対象。

今年の個人テーマは「健康」です。人間ドックで次々と出てくるC評価、階
段を上るだけで上がる息。これではアカンと免疫力アップと筋トレを始めまし
た。結果、免疫力アップのため睡眠を増やし過ぎ寝違えを起こし、筋トレでは
何かを誤り引きつる脇腹。痛む体をさすりながら、どうやら頑張る方向性を間
違えたと気づきました。来年も健康な体づくりと、より有益な建材マンスリー
制作に邁進する所存です。来年もどうぞよろしくお願い致します。（S）

編
集
後
記

表紙：住友林業（株）住宅・建築事業本部　札幌支店　北24条展示場

＊ 家具などのインテリア品は実際の展示と
　 異なる場合があります

「住宅の省エネ化の支援強化」に関する補正予算案が閣議決定 
～3省連携による新たな「住宅の省エネ化支援制度」を創設

編集室より

■ 送付先の変更、広告掲載・誌面に対するご意見などは
 以下までご連絡ください。

メールアドレス：kenzai-monthly@sfc.co.jp
FAX：03-3214-3263
住友林業株式会社 木材建材事業本部 業務企画部

■ 弊社ホームページにPDF版を掲載中です。
住友林業　建材マンスリー

今月のニュース

内　容 補助対象 補助額

新　築 子育て世帯・若者夫婦世帯 
による住宅の新築※1

ＺＥＨ住宅 
（強化外皮基準かつ再エネを除く

一次エネルギー消費量▲20％に適合するもの）
100万円/戸

リフォーム

①省エネ 
改修

1）高断熱窓の設置※2

高性能の断熱窓 
（熱貫流率（Uw値）1.9以下等、建材トップランナー

制度2030年目標水準値を超えるもの等、
一定の基準を満たすもの）

リフォーム工事内容に応じて定める額
（補助率1/2相当等）

上限200万円/戸

2）高効率給湯器の
    設置※3

高効率給湯器 
（（a）家庭用燃料電池

（b）ヒートポンプ給湯機
（c）ハイブリッド給湯機）

定額 
（a）15万円

（b）（c）5万円

3）開口部・躯体等の 
 　省エネ改修工事※4

開口部・躯体等の一定の断熱改修、
エコ住宅設備

（節湯水栓、高断熱浴槽等）の設置
リフォーム工事内容に応じて定める額 

上限30万円/戸＊ 
＊子育て世帯・若者夫婦世帯は、上限45万円/戸
（既存住宅購入を伴う場合は60万円/戸）	

＊安心R住宅の購入を伴う場合は、上限45万円/戸
②その他のリフォーム工事※4 

（①1）～3）のいずれかの工事を行っ
た場合に限る）

住宅の子育て対応改修、バリアフリー改修、
空気清浄機能・換気機能付きエアコン設置工事等

※1	 子育て世帯：18歳未満の子を有する世帯　若者夫婦世帯：夫婦のいずれかが39歳以下の世帯（年齢はいずれも2022年４月１日時点）	
※2	 住宅の断熱性能向上のための先進的設備導入促進事業等（経済産業省・環境省）による支援	
※3	 高効率給湯器導入促進による家庭部門の省エネルギー推進事業費補助金（経済産業省）による支援	
※1、4		こどもエコすまい支援事業（国土交通省）による支援	
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（出典：国土交通省ホームページ　http://www.mlit.go.jp/statistics/details/jutaku_list.html）
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※11月に公表された2022年4月～9月の訂正分は今月号より反映しております
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